





































































































































































































































































































































































4 留岡満男『生活教育論』西村書店、 1940、 p・41以降0
5 文系大学院生が置かれる現状については、宝月誠「大学院の変容と大学院生」
『現代のエスプリ』 460号、 2005を参照。
6 喜多明大「・・実践的子どもの権利学・・への道」 『子どもの権利研究』創刊号、
2002、 p.3。
7 スティーブ・ウールガ一、ドロシー・ポーラッチ「オントロジカル・ゲリマン
ダ)ング」平英美・中河伸俊編『構築主義の社会学』世界思想社、 2000、 p・22。
8 この指摘は、小木美代子「探究心と寛大な組織力」 『小Iii利夫社会教育論集5
巻月報』亜紀書房、 1994、 p.4。
追言己
脱稿後、池本美和子「2011年度学界回顧と展望歴史部門」日本社会福祉学会編
『社会福祉学』 (Vol.53-3号、 2012)に触れた。同文では、拙稿「菊池俊諸の戦後
社会活動と児童福祉思想の展開」社会事業史学会編『社会事業史研究』 (39号、 20
11)が、戦前・戦後の連続・非連続について明らかにしようとする研究として紹介
されている。前年に続き、私の拙い研究に目を向けて下さった池本先生にこの場を
借りて感謝の意を表すとともに、今後、様々な分野で菊池俊諸の業績が注目される
ことを願っている。
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